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◆基本方針
方針❶　質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

方針❷　賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築

方針❸　多様な都市活動を支える交通政策の推進
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Traffic
［ 交　通 

■目指すべき将来の交通体系イメージ

～利用しやすい公共交通、暮らしやすいまちづくりへのチャレンジ～

質の高い公共交通を中心とした交通体系の実現

◆交通の将来目標

せんだい都市交通プラン
　人口減少局面や少子高齢化の進展を見据え、これからの本
市における交通政策の指針として令和３年３月に策定した新
たな「せんだい都市交通プラン」では、過度に自家用車に依
存しない公共交通を中心とした都市交通の充実に取り組むと
ともに、居心地が良く歩きたくなる歩行者空間の創出や、公
共交通や自転車などを利用した快適な移動環境の整備を進め
るなど、交通環境の再構築に取り組むこととしております。
また、日常生活における安全・安心な交通環境の形成を進め
るなど、多様な都市活動を支える交通政策を推進します。

仙台市地域公共交通計画
　本市が中心となって、事業者や市民と共に、本市における
持続可能な公共交通ネットワークの構築に向け、鉄道や路線
バス、タクシー、地域交通をはじめ、地域の実情に応じた公
共交通のあり方や取組施策を位置づけた「仙台市地域公共交
通計画」を、令和４年３月に策定し、持続可能な移動手段の
確保に向け、それぞれの施策について着実に推進します。

■公共交通に関する目標

■基本方針
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Housing
［ 住　宅 ］

　本市では、一人ひとりの個性を尊重しながら、これまで築き上げら
れてきた住みよい環境や地域のつながりを大事にし、誰もが安心して
暮らすことができるまちづくりを推進するため、令和3年に「住生活基
本計画」を策定しました。
　多世代、多様なライフスタイルを持つ方々の豊かな暮らしを支え、
これまで創られ継承されてきた良質な住宅ストック、良好な住環境を
さらに向上させ、次世代に住みつないでいく、仙台ならではの住まい
の実現を目指すため、市民や事業者、NPO法人などの様々な主体と協
働を図りながら、さまざまな施策を総合的かつ計画的に推進します。

住生活基本計画  －多様性を支え 住みつなぐ 杜の都の住まい－

住生活基本計画

10年間で住宅政策の目指す２つのテーマ

良好な居住空間を備えた市営住宅の供給を推進します。図　公共交通ネットワーク（仙台市地域公共交通計画）

誰もが安心して暮らすことができるまちづくり

多様性 住みつなぐ
多世代、多様な
ライフスタイル
への対応

良質な住宅・
良好な住環境の
次世代への
継承

基本理念 多様性を支え　住みつなぐ　杜の都の住まい

施策の方向性（１）

施策の方向性（2）

施策の方向性（3）

快適で安心な暮らしをつくる住宅ストックの質の向上

住宅の適正な維持管理・更新の促進

既存住宅活用型市場の活性化

施策の方向性（4）

施策の方向性（5）

施策の方向性（6）

重層的かつ柔軟な住宅セーフティネット機能の向上

若年・子育て世帯の居住ニーズへの対応

高齢者等の住まいの選択肢と環境の整備

施策の方向性（7）

施策の方向性（8）

住みやすいまちをつくり育む良好な住環境の形成

多様な主体・分野との連携による住生活の向上

基本目標１
良質な資産として
次世代に継承される
住宅ストックの形成

基本目標２
誰もが安心して
暮らすことができる
多様な住まい・
住まい方の実現

基本目標３
多世代・多様な人が
かかわり共生する
地域特性を活かした
住環境の形成

市民との協働により、地域の実情に合った、誰もが利用しや
すく質の高い公共交通を持続的に確保し、自由に移動ができ
る生活の実現とまちなかの賑わい向上をめざします。

基本方針１ ： 公共交通軸の形成・機能強化

基本方針２ ： 路線バスの利便性向上

基本方針３ ： 地域交通の維持・確保・充実

基本方針４ ： 都心回遊交通の強化

基本方針５ ： 公共交通のシームレス化・利用促進

需要に応じ、主に路線バスによる運行を維持する
エリア

鉄道に準じたサービスにより、都心アクセスの利
便性を確保する区間
バス幹線区間に準じた都心アクセスの利便性を確
保する区間

鉄道駅へのアクセス路線として確保する区間

地域、交通事業者、行政の三者で意見交換を行い
ながら、地域の実情に応じた路線バスや地域交通
等の交通サービスのうち適した移動手段を検討す
るエリア

みんなで支える
路線バスエリア

みんなで育む
多様な交通確保エリア

1. 公共交通軸の形成・機能
強化

2. 路線バスの利便性向上

3. 地域交通の維持・確保・
充実

4. 都心回遊交通の強化

5. 公共交通のシームレス化・
利用促進

①バス幹線区間・バス準幹線区間における
　利便性向上策の実施

③既存鉄道の機能強化
④地域が主体となった移動手段の確保・充実
⑤地域交通と路線バス等をつなぐ交通結節点整備

⑥公共交通を利用した都心の回遊の促進

⑦自動運転等新技術の活用の検討
⑧バス待ち環境整備
⑨公共交通の情報提供や案内誘導の改善
⑩運賃施策等による公共交通利用の促進
⑪キャッシュレス決済の利活用の促進
⑫駅やバス・地下鉄車両等のバリアフリー化
⑬モビリティ・マネジメント等の推進
⑭ＭａａＳの推進
⑮旅行者等が移動しやすい環境の整備

②フィーダー区間における利便性向上策の実施
　また、令和４年９月に「仙台市マンション管理適正化推進計画」を
策定し、マンションの適正な管理のあり方を明確にするとともに、関
係団体との連携のもと、より積極的かつ計画的にマンションの管理適
正化に向けて取り組みます。

表　地域公共交通計画で取組む施策の一覧

　将来に向け、鉄道を最大限に活かすためにこれまで取り組ん
できた鉄道駅へのフィーダーバスの結節に加え、都心直行型の
バスを主な移動手段とする地域におけるバス幹線軸の形成や地
域交通による移動手段の確保・充実など、過度に自家用車に依
存しない質の高い公共交通を中心とした交通体系の実現に取り
組みます。また、多様な都市活動を支える主要な幹線道路の整
備に取り組みます。

■公共交通ネットワークの構築
エリア選定

区間選定（みんなで支える路線バスエリア内）

バス幹線区間

バス準幹線区間

フィーダー区間

公共交通の基本方針 個別施策

注）みんなで支える路線バスエリアは路線バスの運行等を確約するものではありません。
　　社会情勢の変化や公共交通の利用状況を考慮し、適宜見直しを行います。 マンション管理の基礎や住宅活用のセミナーなどを開催

し、住まいに関する情報の発信や普及啓発を図ります。
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